
庁   議   録 

招集年月日 令和２年７月１３日（月） 

開会時刻 午前９時 30 分 閉会時刻 午前 10 時 15 分 

開催場所 401・402 多目的会議室 

出席の状況（○出席者、代は代理出席） 

１ 市長 ○ ２ 副市長 ○ ３ 教育長 ○ 

４ 総務部長 ○ ５ 地域振興対策政策監 ○ ６ 市長直轄理事 ○ 

７ 財務部長 ○ ８ 市民生活部長 ○ ９ 健康福祉部長 ○ 

10 会計管理者 ○ 11 教育部長 ○ 12 こども部長 ○ 

13 産業部長 ○ 14 建設部長 ○ 15 上下水道部長 ○ 

16 議会事務局長 ○       

         

代理出席者  

職務のため出席

した者 

伊達総合支所長、梁川総合支所長、保原総合支所長、霊山総

合支所長、月舘総合支所長、健康対策担当参事、都市整備担

当参事、行政委員会事務局長、農業委員会事務局長、財政課

長、人事課長、総合政策課長、秘書広報課長、総務課長 

案件説明のため

出席した者 

地域おこし企業人シティプロモーション担当職員 

 

 

 

 

付 議 事 案 

協 議 事 項 

１. 開会 

２．議事 

(1)令和２年伊達市議会定例会（９月）について 

                      【総務部】 

３．報告 

(1)地域おこし企業人シティプロモ―ション担当職員につい

て                    【総務部】 

(2)伊達市公式 Instagram アカウント開設について 

     【総務部】 

(3)感染症対応方避難所設置・運営訓練について 

       【市民生活部】 

４．その他 

(1)特別職主要業務予定、各部主要業務・行事予定 

（７月下半期） 

(2)その他 

               

５．閉会 



会議の経過・結果 

１. 開会 

 

２．議事 

(1)令和２年伊達市議会定例会（９月）について 

総務部長が資料に基づき、説明した。 

   

３．報告 

(1)地域おこし企業人シティプロモ―ション担当職員について 

  秘書広報課長が紹介・説明し、本人が自己紹介及び活動内容を説明した。 

 

(2)伊達市公式 Instagram アカウント開設について 

  秘書広報課長が資料に基づき説明した。 

  教育部長：ハッシュタグの後ろには何を付けるのか。 

  秘書広報課長：「いいないだて」を付けて投稿願いたい。 

 

(3)感染症対応方避難所設置・運営訓練について 

  市民生活部長が資料に基づき説明した。 

  財務部長：訓練の規模について、参加人数はどの程度想定しているのか？ 

  市民生活部長：３密を避けているため、登録人数の半数を想定している。 

       詳細については後日担当課より示す。 

  健康福祉部長：昨年のこともあり、長期間になれば交代要員がかなり必要と

なる。全職員に参加を呼びかけるべき。 

  市民生活部長：部長・課長を含め参加を呼びかけたい。 

【副市長】 

今回の訓練は３密を避けるため人数制限をしているが、参加しただけではな

く課題を整理して、さらなる研修の機会を設けてもらいたい。また、現場を感

じ取る力は参加しないとわからないため部課長も積極的に参加してもらいた

い。参加できない場合はオンライン動画等で確認もらう工夫をしていただき、

災害への心構えを持ってもらいたい。 

 

４．その他 

(1)特別職主要業務予定、各部主要業務・行事予定 

   

(2)その他 

  ・産業部長から伊達市プレミアム商品券発行事業について説明があった。７

月中旬より引換券を発送予定である。 



  ・建設部長から相馬福島道路現場見学会について説明があった。８月２日予

定の相馬福島道路「伊達桑折ＩＣ～桑折ＪＣ間」開通にさきがけて７月２４

日伊達地域の小中学生及び保護者を対象に現場見学会を実施する。現在５１

９名の方が参加予定である。 

  ・健康福祉部長より九州地方及び岐阜・長野の豪雨被害の義援金について、

本庁支所の窓口での受付、職員へ協力依頼があった。 

 

【市長】 

    新型コロナウイルスについて東京で拡大しつつあり、第２波の傾向がある。

伊達市ではまだ陽性者はいないが再度、気を引き締めて新しい生活様式を確認

し、感染防止の対応していただきたい。 

  九州を中心とした豪雨について前線が影響し、長期間にわたって雨が降り、

台風と違う状況となっている。今後、福島県にもいつ来るのかわからない。そ

ういった中で避難所の訓練について、頭で考えてもわからないので、現場対応

を経験することが重要である。また、市民の方が心配していることはコロナウ

イルス関係でどこへ避難するのか、何を持って避難するのかである。できるだ

け早く周知対応をお願いしたい。 

伊達市には良い素材があり、発信の仕方を考えていかなければいかない。発

信はしているがうまく伝わらない。地域おこし企業人の協力を得て、発信をお

願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


